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学童結核の 管理 に関す る研究

第1 編 最近 に お ける ツ ベ ル ク リ ン 反応
の 様相に つ い て

金沢大学医学部小児科教室 ( 指導 : 佐 川
一 郎教授)

谷 口

( 昭和52 年9月16 日 受付)

緒 ロ

ツ
ベ ル ク リ ン 反応 ( 以 下 ｢ ツ ｣ 反 と 略す) が . も っ

と も信頼度の 高い 生物学的反応の
一 と し て , 結核感魔

の 有無 を判定する た め に 果 して き た役割 に つ い て は ,

今さ らい う まで もな い .

L か る に , 最近BC G 接種 の 普及 に 件 な っ て ｢ ソ｣ 反

の 反 復注射が要求さ れ る よ う に な る と と も に , 色調 の

変 化L た , 境界不鮮明な 反応 が増加し て , 判定 が 困難

な場合が あ らわオ1 , ひい て は従来の 判定基準に 対す る

疑問さえ も提出さ れ る よう に な っ た
-卜 川)

学童に 対して 結核の 管理 を行な う 場合 , 管理 洩れ の

起 らな い よう に 発病者 を と ら え る た め に も . B C G 陽性

か ら自然陽転 を鑑別す る た め に も, ｢ ツ｣ 反 の 頻回注

射 は避け られ な い
11! け た が っ て . ｢ ツ｣ 反 の 変 貌 の

様相 を明 らか に して , 判定 に お け る経験的基盤 に する

と と もに . そ の 原因及 び対策を考究す る こ と は 現在の

急務で あ る .

ま た 著者が まず第
一 に 以 下 の 研究 を行 っ た所以 で あ

る .

対象 およ び方法

対象 は在籍数約2 ,7 0 0 名の 某小学校学童か ら 選ん だ ･

｢ ッ｣ 液 は , 国立 予防衛生研究所 より 分与さ れ たL

o t N o .1 7 の 旧 ｢ ツ｣ 原液 を使用 当 日0 . 5 % 石灰 酸加生

理的食塩水で2 ,00 0 倍 に 稀釈 し た も の を使用 し た ■

B C G は . 日 本 ピ ー シ ー ジ
ー 製造 株式会社製造の , 製

造 番号1 = 3 ｣皿D の 乾燥 ワ ク チ ン を 用 い た ･ 使 用 当 日

朝 . 充 分に 冷却 し た懸濁液で , 所定の 如く 懸濁 し ･ 滅

菌 コ ル ベ ン に 移し て , 全部 を混 合 ､ その
一 部 をと り定

量培養 を行 な っ た .

残 り は I c e fう0 Ⅹ に 入 れ て 学 校迄 運 び , 注 射 器 に

吸引 す る 時以 外 は , 常 に 冷去口の 状態 に お き ･ 自然凝 集

を 避け つ ゝ , 調製 後3 時間以 内 に 接種を完了 した ･ 使

用 し たB C G の V i a b l e u n it は2 2O で あ る ･

B C G 接種対象 を選択 す る た め に . 次の よ う な方法を

と っ た . こ れ は ,
B C G 陽性 , あ る い は 既 陽性で 弱ア レ

ル ギ
ー

保有者 を 極力排除す るた め で あ る ･ す な わ ち t

4 月 新学期開始時に , 全員 に 左前脾屈側中央 に ｢ ツ｣

反を 行 い , そ の 陰性及 び疑 陽性者 に . 6 月再 び同部位

に ｢ ツ｣ 反 を反 復し た . こ ゝ で 再び陰性 及 び疑 陽性を

呈 し た も の に ､

一 週間後 , 右前樽屈 側中央に ｢ ツ ｣ 反

を 行い , 判定 と 同時 に その 陰性及 び硬結を伴 なわ な
い

疑陽性者に . 前 記B C G 懸濁液0 . 1 c c . (O ･ 0 5 m g ) を 左

上脾外側皮内 に 接種し た . B C G 接種72 時 間後 に 接種局

所 を観察 し , 更 にB C G 接種1 ヵ月後 お よ び 3 ヵ月 後に

次の 如く ｢ ツ｣ 反 を行 ない , そ の24 . 4 8 時間値及 びB

C G 接 種局所を判定 し た . ｢ ツ ｣ 液注射部位 は 1 ヵ 月

目 は左 右と も 肘関節中央 か ら 7 c ロー ･ 遵端 の 前僻屈側 ･

3 ヵ月 目 は左 は前回と同
一 部位 , 右 は前 回よ り更 に 4

c m , 遵端 ( 肘関節 より11 c m の 部位) で あ る ･

判定 は厚生省 の 基準 に 準じ て 行な い ･ 発赤径平均4
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m m 以 下を ( q ) , 5 ～ 9 m m を ( + ) . 1 0 m m 以 上 を

い ) と し . 川m m 以 上の 発赤径 を も つ も の ゝ う ち ,

同時に 硬結 を伴 なう もの を ( + ) , 二 重発赤 . 水 泡 等

を伴なう もの を ( 十 ) と し た . なお , 紫 赤 色 , 朽 真

色, 淡褐色等 の 色調の 変化を呈すもの , あ る い は 一 見

陰性の ごとく み え な が ら軽 く こ す ると 発赤の 浮き上 る

もの . 境界不鮮明の もの 等 を斎藤等
川)
に し た が っ て ,

｢L ｣ 反応 と して 記載し た .

成 績

BC G 接種者3 14 名の う ち . 各判定時間 に 出席 し た も

の の みを選 び , 26 4 名を得た . こ の26 4 名 に つ い て 下記

の 検討を行な っ た .

1 ) B C G 接種 に よ る陽転率

1 ヵ月目 , 3 ヵ月 目 に お け る左右 の48 時 間判定値を

第1 表に 示し た . B C G 接種に よ る陽転率 と L て は , 1

ヵ月目か ら極 めて 高く , こ の 点従来 の 成績 と異 な っ て

い る . こ の 原因 は 不明 で あ る が , 使 用 し たB C G の

ui a b l e u n it が非常 に 高い こ と , ｢ ツ｣ 液 の 力 価 が

高い よう に 思わ れ る こ と が ,
か な り の 影響を 及 ぼ して

い るよ う に考え ら れ る .

第1 表 B C G 接種 に よ る陽転率

617

1 ヵ月目 に は , 陽性率, 硬結触知 率及 び二 重発赤率

い ず れ も左右ほ ゞ 一 致 して い る . 3 ヵ月目 に は . 陽性

率 は . 左90 .5 % . 右80 .3 % と左が 高い が , 硬結触知率

は逆に 左70 . 8 % . 右79 .1 % と右の 方が 高く ､ 更 に 3 ヵ

月目 の 左 に17 .3 % の ｢ L ｣ 反 応の 出現が 注目 さ れ る .

2 ) B C G 接種局所反応

第2 表 はB C G 接種後72 時間 , 1 ヵ月 及 び3 ヵ 月目 の

局所反応で あ る . 7 2 時間後 , 既 に 膿海 を形成し て い る

も の が9 . 1 % に 認め られ た . こ の 点厳密 に 対象 を選 出

し た に もか ゝ わ らず, な お検出出来なか っ た 弱 ア レ ル

ギ
ー

保持者が 若干含ま れ て い る可能性 は否定出来 な

い .

B C G 債瘍形成率 は100 % に 達 し, 使用 したB C G の 生

菌数 の 多 い 成績と 一 致する . しか し , 10 m m 以 上 の 寂

痕を残すもの は極め て 少 な い . 最近 一 般 に 行 なわ れ て

い るBC G 接種状況を み る と大きな療痕を形成す るもの

が多 い が , 他方全く 痕跡も残さ な い もの も多数 あ り ,

そ れ に 伴 な っ て ｢ ツ｣ 反 陽転率も強 く陽転す る も の

と , 全 く陰性 に終始するもの と ,

- '

ば ら つ き
' -

が 多 い 傾

向が あ る と い う 印象を う け る . こ れ はBC G 接種時自然

凝集を起 し . そ の た め に 各人 に対する接種菌量が ,

一

士

+

≠ †廿 陽性率
硬 結

触知率L 0

ケ

月

后

右

実 数 2 5
ロ 2

2 3 0 24 2 5 7 2 5 4
3

洛 0 .8 2 .0

0
.4 0 .8

1 .2
8 6 ,9 9 .1

%

9 7 .2

%

9 6 . 0

左

実 数 2 6
口 5

2 2 7 四 256 2 5 0
6

% 0 .8 2 .4

0 .4 2 . 0

8 5 .7 8 . 7 9 6 .9 9 4 . 4
2 .4

ケ

月

右

実 数 30 2 2
O L.｣ し
田

2 0 5 4 2 1 2 2 0 9

% 1 1 .4 8 .3
0 1 . 2

7 7 .6 1 . 5 8 0 .3 7 9 .1
1 . 2

左

実 数 4 21

4 6 6

1 8ウ 0 2 3 9 1 8 7

7 0 . 8

5 2

% 1 .5 8 .
0
1 7 . 3 2 .4

7 0 . 8 田 9 0 .5
1 9 .7
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第2 表 B C G 局所反 応

A . 7 2 時間 目 の 局所反 応

72

時

間

痕 跡 発赤 ･ 硬結竜腺 病 計

実 数 3 2 3 7 2 4 2 6 4

% 1 . 2 8 9 . 7 9 .1 1 0 0 %

B . 1 ケ月 及び 3 ケ月 后の 局所反応

無 硬 結 膿 病
潰瘍 及
び 痴皮

癖 痕 計

ケ

月

后

5 m m 以 下

実 数 0 口 0 口 1 8 2 0

% 0 0 .4 0 0 . 4 6 .8 7 . 6

6 一 - 9 皿m

筆 数 0 0 3 5 1 1 3 4 1 1 8 9

% 0 0 1 3 .2 4 3 .6 1 4 .7 7I ･ 5

1 0 m 以 上

実 数 0 0 1 3 4 1 ロ 55

% 0 0 4 .8 1 4 . 7 0 . 4 2 0 ,9■

計

実 数 0 口 4 8 1 5 5 6 0 2 6 4

% 0 0 .4 1 9 .0 5 8 .7 2 1 .9 1 0 0

ケ

月

后

5 m m 以 下

実 数 0 0 0 6 3 9 4 5

% 0 0 0 2 .3 1 4 . 6 1 6 . 9

6
～ 9 m m

実 数

%

0 0 0 4 0 1 7 4 2 1 4

0 0 0 1 5 ,1 6 6 .1 8 1 . 2

1 0Ⅱ皿 以 上

実 数 0 0 0 ロ 4 5

% 田 0 0 0 .4 1 .5 1 .9

計

実 数 0 0 0 .
4 7 2 1 7 2 6 4

% 0 0 0 1 7 .8 8 2 . 2 1 0 0



学童結核の 管理 に 関す る研究

第 3 表 ｢ ツ｣ 反 , 左右 の 比 較 ( B C G 接種1 ケ月后及 び 3 ケ月 后)

61 9

2 4 時 間 判 定 48 時 間 判 定

右 左 右 一 左 右 左 右 一 左

ケ

月

后

発赤篠平均 1 5 .6 Ⅲ皿 1 5 .7 Ⅲn
-

0 .1 m 1 8 . 4 m 1 8 .5 m m
-

0 .1 皿

陽 性 率 91 .3 % 9 1 .3 % 0 % 9 7 . 2 % 9 6 .9 % + 0 .3 %

硬結触知 率 9 0 . 9 % 9 1 . 3 % -

0 . 4 % 9 6 . 0 % 9 4 .4 % 十 1 . 6 %

二 重発 赤率 2 .0 % 1 .1 % 十 0 . 9 % 9 . 1 % 8 . 7 % + 0 .4 %

ケ

月

后

発赤径平均 11 .O m m 2 1 .8 皿m
-

1 0 . 8 皿皿 1 3 .4 Ⅲm 1 2 .9 m 十 0 . 5 皿m

陽 性 率 64 .0 % 9 9 .6 % -

3 5 .4 % 8 0 . 3 % 9 0 . 5 %
-

1 0 . 2 %

硬結触知率 62 . 9 % 9 8 .8 % - 3 5 .9 % 7 9 . 1 % 7 0 . 8 % + 8 . 3 %

二 重発赤率 0 . 8 % 2 9 . 5 %
-

2 8 . 7 % 1 . 5 % 0 % 十 1 . 5 %

定しな い ため と 考え ら れ , B C G 接種 に 際 して は . B C G

の取扱い に 注意が 必 要で あ る .

3 ) 2 4 時間判定値 と48 時間判定値 の 比 較

｢ ツ｣ 特異反応 が2 4 時間より も , む し ろそ の 後に 増

強の 傾向を示す こ と は , 従来の 成績 か ら 明 ら か で あ

る . 第3 表 , 第 4 表 に み られ る よう に , 1 ヵ 月日 の 左

右, 3 ヵ 月目の 右の 反 応は 陽性率 , 硬結触知率 , 二 重

発赤率及 び発赤径平均値の い ず れ に お い て も , 2 4 時間

値より48 時間値 の 方が 大で あ る . しか る に 3 ヵ 月 目 の

左の 反応 は .
い ず れ に お い て も2 4 時間値 よ り48 時間値

の方が′トさ い ,

松島智
2 )
は 陰性時 ｢ ッ｣ 反 を 反 復し て も , 陽転 後 の

｢ ツ｣ 反 に 影響 し な い と 述 べ て い る . 著者の 成績 は .

陽転第1 回が 1 ヵ 月目 に 当る わ け で あ り , B C G 接種前

の ｢ ッ｣ 反 の 反 復が 影響 ない こ と は , 接種前左前将 に

は数回 ｢ ッ｣ 反 を繰返 して い る も の が多 く 含ま れ て い

たに か ゝ わ ら ず, B C G 接種後1 ヵ月目 の 反 応に は , 前

述の ごと く , 全く 左右差 が な く . 反応 が2 4 時間か ら48

時間に か け て 増強す る傾向を示す こ と か ら 明ら か で あ

る .

こ の よう に 初回部位と み な さ れ る , 接種 後1 ヵ 月目

の左右. 3 ヵ月 目の 右の 反 応が , 原型 の 反 応 と相似 し

た様相を示す の に 対 して , 3 ヵ 月目 の 左 の 反 応 は全 く

逆の傾向を示し て い る . こ れ は前回陽性 を示 し た同 一

部位に ｢ ッ｣ 反 を繰 返し た影響 と推定さ れ る . す なわ

ち反復部位で は , 反応 は早期 に 梅期 に 達 し , 早期 に 消

退禄す る .

反復 の 影響 は反復第1 臥 す なわ ち 同
一 部位 に 2 回

注射す れ ば現わ れ る こ と が 明らか で あ り .
こ の 傾 向

は , 反 復が 重ね られ れ ば更 に 著明と な る と思 わ れ る .

4 ) 各判定時間に お け る左右の 比較

各判定時間毎に 左右の 反 応を 比較 し たの が 第5 蓑で

あ る . ま ず 1 ヵ月目 で は24 時間 , 4 8時間 と も に 左 右の

差 は認め られ な い .

しか る に3 ヵ月目 の 左右 の 反応 を比 較 して み る と ,

3 4 時間値で は , 第3 表か ら明 らか な ごとく , 陽 性 率 .

硬 結触知率 . 二 重発赤率 及 び発赤径平均値 の い ず れ も

が . 左 に 著明 に 大きい . 4 8 時間判定で は逆 に , 陽性率

は左 に 大で あ るが 便結触知率 , 二 重発赤率放 び発赤径

平均値 は右に 大で あ っ た . こ の こ と は , 前項 で 述 べ た

反 復部位で は 反 応が 早期 に 極期 に 達し , 早期 に 消槌す

る こと を異 っ た 角度か ら 示す もの で あ る .

1 ヵ月 目に お い て , 右24 時間み と 左4 8時間値 . 右48

時間値 と左2 4 時間値を比 較 す ると 第6 蓑の 如く い ず れ

も48 時間値の 方が 反 応が 強い . しか る に , 3 ヵ 月 後 の

反応 に つ い て 同様の 比較 を 行 っ て み る と , 左48 時間値

は 右24 時間値 より も強い 傾向が あ る が , 右48 時 間値 は

左24 時間値
.
より も著明に 弱 い . す なわ ち , 右24 時間値

と 右48 時間値 を比 較す る と48 時間値の 方が強 い 反 応 を

示し て い るか ら , 左3 ヵ 月目 の2 4 時間値は右 の い ず れ

の 判定時間 に お け る値よ り も大 き い こ と に な る . 3 ヵ

月日 の 左24 時間と 右48 時間の 発赤径分布を示L た も の
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第4 義 時 問別 ｢ ツ｣ 反 強度の 比較表

( A ) B C G 接種1 ケ月后 (右前膵) ( B ) B C G 接種1 ケ月 后 ( 左前膵)

24 時間

48 時 間

士

十

廿 十汁 計

L 0

0 2 0 0 0 0 2

土 田 3 0 0 0 0 5

十

L 田 口 0 0 0 0 口
3

0 . 0 ロ 口 0 0 0 2

†I 0 1 4 0 0 2 1 4 2 2 3 0

帖 0 0 0 0 田 3 24

計 2 田
ロ 0

2 35 5

l

2 6 4

口

24 時 間

48 時 間

士

+

1+ 冊 計
L O

口 口 0 0 0 0 田

士 2 4 0 0 0 0 田

+

L 0 口 0 0 0 0 口
6

0 0 3 0 0 2 0 5

一汁 口 9 0 0 2 1 5 2 2 2 7

帖 0 ロ 0 0 田 ロ 田

計 4 1 9
0 0

2 3 8 3 2 6 4

0

欝4 義 時 間別 ｢ ツ｣ 反 強度 の 比較表

( C ) B C G 接種3 ケ月 后 (右前脚) 初 回部位 ( D ) B C G 接種 3 ケ月后 (左前脾) 反復部位

24 時間

4 8時 間

土

+

≠ 十廿 ｢L 0

四 7 0 0 2 0 3 0

± 7 皿 0 0 2 0 四

十

L 0 0 0 0 0 0 0

3

0 0 2 0 口 0 0 3

≠ 8 田 0 2 1 5 8 口 2 05

帖 0 0 0 0 3 ロ 4

計 36 5 8

0 3

1 6 5 2 2 6 4

3

2 4 時 間

48 時 間

士

十

一汁 +廿 計
L 0

0 0 0 0 3 ロ 4

士 0 0 0 2 田 2 四

+

L 0 0 0 0 3 9

5

7 4 6

田
0 0 口 0 0 0 6

+ト 0 0 0 0 1 1 9 6 8 1 8 7

Ⅲ 0 0 0 0 0 0
0

計 0 口
0 2

1 8 3 7 8 2 6 4

2
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第5 表 左右別 ｢ ツ｣ 反 強度比 較表

( A )■ B C G 接種1 ケ月后 (24 時間判定)

24 時間

48時間

土

十

+ト 冊 計
L 0

2 2 0 0 0 0 4

士 0 1 5 ロ 0 3 0 田

L

+

0

0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0

廿 0 4 0 0 2 3 2 2 2 3 8

榊 0 0 0 0 0 3 3

計 2 四
1 l o

23 5 5 2 6 4

口

( C ) B C G 接種 3 ケ月 后 (24 時 間判定)

24 時間

48晦間
士

+

+ト 帖 計
L 0

0
■

0 0 0 0 0 0

士 口 0 0 0 0 0 口

十

L 0 0 0 0 0 0 0

2

0 2 0 0 0 0 0 2

≠ 田 47 0l勺1 0 2 0 E 3
+廿 ロ 田 0 ロ 63 2 7 8

計 田 58
0 田

3

1 6 5 2 2 6 4

u

( B ) B C G 接種1 ケ月后 (48時 間判定)

62 1

2 4 時間

48 時 間

+

1十 田 計
L 0

2 0 0 0 0 0 2

士 0 5 0 0 ロ 0 6

十

L 0 0 ロ 0 0 0 口
6

50 0 0 0 2 3 0

≠ 0 0 0 0 2 2 3 4 2 2 7

柑 0 0 0 0 3 四 四

計 2 5

1 l 2
2 3 0 2 4 2 6 4

3

( D ) B C G 接種3 ケ月后 (48時 間判定)

24 時 間

48 時間

士

十

+ト +廿 計
L 0

3 0 0 0 ロ 0 4

± 8 6 0 0 7 0 田

L

+

0

1 0 5 0 2 田 0 46

5 2

田 0 0 ロ 2 0 6

+ト 6 四 0 0 1 6 6 4 1 8 7

+什 0 0 0 0 0 0 0

計 30 四
0 3

2 0 5 4 2 6 4

田
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第6 表 ｢ ツ｣ 反 強度の 左右別 , 時間別 比較表

( A ) B C G 接 種1 ケ月后

(イ了24 時 間判定)

士 †← +廿 計
L 0

口 ロ 0 0 0 0 2

士 口 4 0 0 口 0 6

L 0 ロ 0 0 0 0 ロ
6+

0 0 4 ロ 0 0 0 5

≠ 0 四 0 0 2 1 5 2 2 2 7

柵 0 口 0 0 田 3 四

計 2 四
口 0

23 5 5 2 6 4

ロ

( C ) B C G 接種 3 ケ月后

(右24 時 間判定)

(

左
48

時
間
判
定
)

士

十

一什 +廿 計
L 0

口 3 0 0 0 0 4

士 田 4 0 0 6 0 田

十

L 8 四 0 口 24 0 4 6

四
0 3 ロ 0 0 2 0 6

≠ 田 37 0 2 1 3 3 2 1 8 7

冊 0 0 0 0 0 0 0

計 3 6 5 8
0 3

1 6 5 2 2 6 4

3

(

左
24

時
間
判
定
)

( B ) B C G 接稽1 ケ月 后

( 右48 時 間判定)

士

+

+ト +廿 計

L 0

口 2 0 0 口 0 4

± 口 3 口 2 四 0 田

L 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

｣十 0 0 0 0 2 1 5 四 2

柑 0 0 0 0 2 口 3

計 2 5
ロ 2

2 3 0 2 4 2 6 4

3

( D ) B C G 接種 3 ケ月 后

( 右48 時 間判定)

=ヒ

+

1十 +什 計
L 0

0 0 0 0 0 0 田

:土 ロ 0 0 0 0 0 口

+

L 0 0 0 0 0 0 0

2

0 口 口 0 0 0 0 2

≠ 2 7 1 8 0 3 1 3 5 0 1 8 3

+廿 ロ 3 0 0 田 4 78

計 30 2 2

0 3

2 0 5 4 2 6 4

3
■
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第 l 図 左24 時間 発赤径と右J 8 時間 発赤ほ

( B C G 接櫻 3 カfl】後)

第2 図 右最大径 と左最大径

(24 時 間又 は48 時間判定値 : B C G 接種 3J カ月 後)

が第 1 図で あ る . 又3 ヵ 月目の2 4 時間 , 4 8 時間判定値

の うち で 各個人に つ い て 大きい 方の 発赤径を と り 図示

したの が 第2 図で , 第 1 図 に 極め て よ く 似て い る .

3 ヵ月 目に お け る 右 は 初 回 部位 で あ り , 本 来 の

｢ ツ｣ 反 を表現 して い ると 考え ら れ る か ら左 の 反 応 は

増強さ れ た と考え ら れ る . す な わ ち , 陽性反 応 を呈 し

623

た部位に もう 一 度 ｢ ツ ｣ 反 を反復す ると . 反 応 は早期

に 極期に 達し ､ 早期 に 消槌す る ば かり で な く , 反応 の

強度が 増強さ れ る と考え られ . 諸家
ほ)-6)
の 報 告 と 一 致

す る .

こ ゝ で 問題と な る の は ｢ ツ ｣ 反 の 部位差 で あ る . 3

ヵ 月目 の 右前脾に お い て は , 前回の 影響 を避 け る ため

に , 4 c m 遠端 に注射 し た . こ の 点 は 肘関節 よ り 11 c

m , で あ り t 高学年で は あ まり 問趨 に な ら ぬ と し て

も . 低学年殊 に 1 年生で は腕関節に 極め て 近 い 部位 に

な る . 松島智
2)

. 池上
柑)
の 報告 で は . 腕関節 に 近 い 方

が 陽性率 . 二 重発赤率及 び 発赤径 は低く な るが , 硬 結

触知率は高く な る とい う . 池上
t3)
に よれ ば , 前 膳 中央

と下1/3 の 部位 の 発赤径の 差は48 時間で 1 m m 内 外 で

あり , 著者の 成績 に お け る反復部位 で の 増強を 部位差

の み をも っ て 説明する こ と はで きな い .

5 ) ｢ L ｣ 反応に つ い て

最近 の ｢ ツ｣ 反判定 の 困難 な原因の 一 つ に ｢ L ｣ 反

応 の 出現が あ る . 前述 の よ う に , 左48 時間判定 に お い

て は , 明 らか に ｢ L｣ 反応 の 出現が 増加 し て い る . 小

節 7 表
入 院患者 ｢ ツ｣ 反常用 部位 (左) の 新部位 (右) に

お け る ｢ ツ｣ 反 の 推移 と ｢ L ｣ 反応 の 出現 (1 0 例)

判 定 日 ロ 2 田 4 5 6 7

｢ L ｣ 出現定数

‖
左

右

ロ 4 6 9 9 1 0 1 0

0 0 0 0 3 5 8

判 定 日

肘

｢

ツ

｣

反 ≠

左

右

左

ロ

4

6

5

2

2

9

7

口

田

0

4

4

0

2

5

0

ロ

6

0

0

7

0

0

ロ

田

7

8

4

9

2 2

右 4 9 6の

推

十

左

右

■1

0

ロ

0

ロ

田

3

0

移 6

0

8

口

8

4

(但 し第3 日 の み 8 例判定)
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学校 に お い て学年別の ｢ L｣ 反 応 出現率 を み る と . 高

学年 に な る に つ れて 増加し , ま たB C G 接 種後 の 出現 率

をみ ると , 注射回数の 増すに L た が っ て . 陽性 者中

L ｣ 反応 を 示すもの が 増加す る
川)

. す な わ ち ｢ L｣ 反応

は ｢ ツ｣ 反 の 反 復接種と関係す る と 考え られ る が , 果

して ｢ L｣ な る色調の変化 は反復注射 の 場合に の み 現

わ れ るもの で あ ろう か . 肺 結核症 で入院中の 患者10 名

に つ い て 1 左反 復部位 , 右初回部位 に ｢ ツ｣ 反 を 行な

い ,

一 週間毎日判定 を行な っ た ( 第7 表) . 左 前 縛 反

復部位で は ｢ L｣ の 色調を 呈す るもの が , 早く か ら 出

現 し急速 に 増加する に 対 して , 右で ほ 5 日巨= こ初め て

出現 し . 以 後増加す る .

一 方 ｢ ツ ｣ 反 の 推 移 を み る

と , ｢ L ｣ の 色調 の 増加に 伴 っ て , 二 重発赤 , 硬 結 の

消禎が 起り , ｢ ツ｣ 反 は減弱す る . すな わ ち ｢ L ｣ な

る色調 ほ , 反応 の 消失過程に 出現 す る 一 種の 過残像と

解 さ れ る . し た が っ て , 反復部位で は反応が早親に 出

現 , 極期 に達 し , 早期 に消禎す るた め , 48 時間判定の

瞭, 既 に消槌前 の 色調と して ｢ L ｣ が 現わ れ る の で あ

っ て . 初回部位 に お い て も反 応が 極め て 弱く 早く 消槌

する場合 に は 出現 しう ると 考え られ る .

6 ) 判定時間に つ い て

上述の ごとく t 反復部位 に お い て は反応が 早期に 梅

第8 表 右48 時間判定卜 収 は仕)で 左24 時 開削
定(十)の もの ( B C G 接 種3 ケ月 后)

左2 4時R～
=

右48 時間

士

+

1十 †廿 計
L 0

0 0 3 ロ 4

士 0 2 9 2 四

L

+

0

0 0 田 0 田

0 0 2 田 2

≠ 0 0 田 ロ 6

･附
‖

0 0 0 0 0

計
0 2

田 4 51

第9 表 初回部位48 時間判定を標準と した 場合の 誤差率

陽性者 を陰性又 は
疑陽性 と誤 る例数

陰性又 は疑陽 性者
を陽性 と誤 る例数

誤 差 率

ケ

月

后

24 時間判定

右 1 6 0 芸= 6 ･1 %

左 1 5 0
■

蓋=

5 ･ 7 %

去= 0 %

基= 0 %

4 8 時間判定

右 0 0

0左 0

ケ

月

后

24 時間判定

右

左

46

0

4 芸= 18 朋

田
51

百諒
= 1 9 ･ 3 %

4 8 時間判定

右 0 0 去= 0 %

左 8 3 5 蓋= 1 6 ･
3 %
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期に達し 早期に 消槌す る , そ の た め48 時間判定 に お い

て は , 反 応が わか り に く く , 陽性 を陰性 と誤 ま る可能

性がある . そ こ で 判定時間を繰り上 げて 早く す れ ば ･

見落しが 防止で き ると 考え ら れ る .

一 般に 集団管空引 こ

お い て は , 判定時間の 繰上げ は24 時間判定 を意味す る

か ら . 2 4 時間判定 を行 っ た 場合, い か な る 問題 が提 起

さ れるか を 検討 し て み た .

第4 表か ら24 時間判定で は陽性 , 4 8 時間判定 で は .

陰性ま た は疑陽性 の も の を 抽出する と . 1 ヵ 月 目 で

は . 左右と も1 例 も な く , 3 ヵ月日石 4 例 . 左25 例 で

ある . すなわ ち . 反復部位で は非常に異 っ た 値が得 ら

れる . 3 ヵ月 目の 左の 不 一 致例2 5 例の 右48 時間判定値

をみ ると , 8 例は 陽性 , 1 7 例 は陰性 ま た は擬 陽性で あ

っ た . す な わ ち , こ の 8 例 に つ い て は . 明 らか に 反 応

極期の 促進 に より , 早く滅弱 して 48 時間 で は消失し た

もの と考え ら れ る .

一 方陰性, 陽性 に つ い て 左右 の 不 一 致を み る と ( 第

5 蓑) , 1 ヵ 月目 に は48 時間判定 で , 右陰性 ま た は 疑

陽性で 左陽性例 は i 例 もなく . 逆 の 場合が 1 例語 め ら

れた .
こ の 1 例 は左 8 ×10 m m , 右1 0 ×1 1 m m で , い

ずれも硬 練を触知 し判定誤差の 範囲内に 属 す る も の と

考え られ るか ら , 陰性 , 陽性に 関 し て 初回部位 で は左

右全く 一 致する と思 わ れ る .

3 ヵ月日で は , 48 時間判定で左陰性 又 は疑陽性 で 右

陽性例は前述の 8 例 , 逆 の 場合が35 例 で あ る ( 第 5

表) . すなわ ち , 初回部位 に お い て は 陰性又 は疑陽性 .

左反復部位 に お い て は2 4 時間判定値 又 は48 時間判定値

の い ずれか が 陽性 の 例 は前述の17 例 を 加算 し て52 例 で

ある . こ の う ち 1 例 の みが , 2 4 時間値 , 疑 陽性で48 時

間値陽性 , 他の51 例 は2 4 時間値陽性で あ る . こ の 1 例

は24 時間値8 × 8 m m で 硬結を触 れ ､ 4 8 時間判定1 0 ×

1
■

1 m m で 硬結を触 れ な い . 残り の 51 例 を , 反応強度 別

に表示し た もの が 第 8 表で あ る .

次に初回部位 に お い て24 時間判定値陰性ま た は疑 陽

性で48 時間値陽性例を み る と , 1 ヵ月 目右16 例 , 左1 5

例で あり , 3 ヵ月日 石46例 で あ る ( 第 4 表) .

す なわ ち 初回部位に お け る , 4 8 時間値 を標準 に と れ

ば
, 誤差率 は第9 真の 如く で あり , 初回部位 で2 4 時間

判定を行な うと , 陰性ま た は疑陽性 を陽性 と誤 る こ と

は極めて 少な い が , 逆の 危険はか な り多 い . ま た反 復

部位で2 4 時間判定を行 なう と . 陽性者 を . 陰性 ま た は

疑陽性と誤ま る こ と は極め て 少 い が , 逆 の 危険 は極 め

て多い . こ の よう な初回部位陰性 ま た は疑陽性 で 反 復

部位24 時間陽性例が . い か なる 意義 を有す る か に つ い

て は , 考接の 項 で 考察 した い .
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考 接

近時 ｢ ッ｣ 反 の 判定の 際 , し ば しば み ら れ る色調 の

変化 した 判り に く い 反応を 斎藤等
川)
は . ｢ L ｣ 反 応 と

名付け た . こ の 反応 はま た柳沢 に より ｢ K ｣ 反応 と 名

付 け られ , ｢ ツ｣ 反 の 頻回注射 に伴 な っ て 増 加 し , 原

因 は ｢ ツ｣ 反 の 反 復 に よる 反応 の 促 進に よ る も の と考

え られ て い る . しか し ｢ ッ｣ 反 歴の 区々 の 陽性者 を対

象と し , 研 究を 行な っ た もの が多 い ため 条件 が 一 定せ

ず t 何回位 ｢ ッ｣ 反 を反 復すれ ば影響が現わ れ る か等

に つ い て は充 分明らか に さ れ て い ると はい い 難 い . す

な わ ち地上旧 は 反復第 1 匡l で 既 に か なり の 影響 を 認 め

て い るが , 数回反復せ ねば 著明な影響はな い と す る報

告 も多い
! )5) ほ)

. し か し多く は48 時間判定値の 不 一 致 率

の みか ら影響を論じ た もの が 多く ､ 地 上 も い う ご と

く . 反 応の 促進増強に は . か な り個人差が あ る と 考え

ら れ ると と も に , ま た ｢ ツ ｣ 反 ア レ ル ギ
ー の 状 態に よ

っ て もか なり な 差 が あ る と考え られ る の で , 出来 るだ

け対象 の 条件を 一 定 さ せ る ため 完全 に陰性と 思 わ れ る

もの を選 び , こ れ に BC G を接種し 陽転者 に つ い て 検討

し た . す なわ ちB C G 接種後 1 ヵ月 目と3 ヵ月 日に 左は

同
一 部位 , 右 は部位 を変 えて , l~ ッ｣ 反 を行 ない . 2 4

時間及 び48 時間値 に つ い て 比 較し た .
こ の 場合 , さ ら

に 細か く経時的 に観察出来れば理想的 で あ るが , 個人

差 の か なり 強 い ｢ ツ｣ 反 に お い て は , 同時 に 多数例を

得る こ とが 必 要 なの で t

一 般の 学 童 を 対象 と し た 結

果 , 判定時間が限定さ れ た こ と は止む を得 な か っ た .

本実験 に お け る ｢ ツ｣ 反陽転者 は, 陽性率 , 硬結触

知率と も に 非常 に 高く .
こ れ は使用し たB C G ｢ ッ ｣ 液

の 力価が 関与す る所が 大き い と 考え ら れ る . なお
.
B

C G 接種 3 ヵ月 後 に 全員に3 5 m m の 間接 撮 影 を 行 な っ

た が ト 異 常陰影 を認め た もの はな か っ た .

1 カ 月日 の 反 応を み る と , 2 4 時間 . 4 8 時間 い ず れ に

お い て も 全く左 右差 を認め なか っ た .

こ れ ら の 対象 はB C G 接種前 . 既 に 選出の 目的 で 左 2

回 . 右1 回の 巨ソ｣ 反 を う け て お り , さ ら に 約2 /
′

5 は

それ 以 前に お い て . 数回か ら十数回 に わ た り r~ ッ｣ 反

をう け て い る . す な わち 陰性時 に 繰返 さ れ た iu ッ ｣

反 , あ る い は ｢ ツ｣ 反反 復後完全 に 陰性に 戻 っ た場合

は , 陽転後の ｢ ツ｣ 反 に 影響 を 及 ぼさ なし1 と考え られ

る . こ れ は松 島等
12)
の 成績と 軌 を 一 に す る も の で あ

る .

3 ヵ月目 の 反応 を み ると , 既 に 著明な 左右差 が み ら

れ ,
こ の 原因は成績 の 項で 明らか に し た よ う に 反 応極

期の 促進と増強と で あ っ て . 諸家 の 報告
2)5) ほ)t6 )
と--一--

･ 致

す る . 前述の 如く , 1 ヵ月目 の 反 応 は初回部位 の 反 応
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と み な し て 差支 つ か え な い か ら , ｢ ツ ｣ 反 反 復 の 影響

は . 反復第 1 回か ら 出現す る こ と は確実 で あ り , 且48

時間判定値も初回部位 と比較 し て か な り の 誤差 の あ る

こ と が認 め ら れた . こ ゝ に い う増強 と は小倉
t6) の い う

如く , 初回部位48 時間値 と 反復部位 で の 経過中の 最 大

の 反応 と の 比較 に お い て考 え た もの で , 池上
柑)
は4 8 時

間値に お い て , 増強を比較し て い るが 当を得 て い な い

と 思われ る .

｢ L ｣ 反応が , ｢ ツ｣ 反の 反復 に よ る反応性 の 変化

と関連が あ る こ と は 明らか で あ るが , こ の よ う な色調

の 変化は , い か な る場合 に 現 わ れ る の で あ ろ う か . 斎

藤等朋 は , ｢ L ｣ 反応 は K o c h 氏現象 , 1 0 0 倍 ｢ ッ ｣

液に よ る検査成績か ら みて , 多 く は樽異的反応 と解す

べ きであ るが . 自然陽性者 に お い て は , ｢ L｣ 反 応 は

少な い と述 べ て い る . 結核患者 に行な っ た ｢ ッ｣ 反 の

成績か ら ｢ L ｣ な る色調 の 変化 は , 初回部位 で あ る と

反復部位 で あ ると を問わず , 反応 の 消失前 に 現 わ れ る

現象で あ っ て . 適残像 と考 え ら れ る . そ れ 故 . 反 復注

射 に よ っ て反応が 早期 に 出現 し ,
ち よ う ど48 時間判定

の 際に消失 しか ゝ っ た場合 ｢ L｣ 反応 が観察 さ れ る と

解さ れ る か ら , 反応が 強く , 長 く 持続 す る 自然 陽性

や . B C G 陽性者 で あ っ て も 強陽性者 に は ｢ L｣ 反 応 が

少 ない の は 当然で あ ろ う . こ の よ う に ｢ L｣ 反 応 を 特

異的反応 と考 え ると , 頻回注射部位 を現行 の 如 く48時

間判定する場合 に は , うす い 反応も見逃さ ぬ よ う て い

ね い に判定す る努力が 必要と な っ て く る . しか し厳密

こ判定を行

問

い

見
′
例

.

反

行

が

時

の

.

験

た

が

性

48

そ

と

実

ま

復

能

こ の

っ た今回の 実験 に お い て も , 3 ヵ 月冒 左

た は疑陽性 で , 右陽性 の もの 8 例 あ り l

が左2 4 時間陽性で あ っ た こ と を 考 え る

の 生ず る こ と は 否定出来な い . しか も . 本

ーず れ も. B C G 接 種で か な り 強反応 を 呈 し .

回目で もあ る . 弱 反応 者に 更 に頻 回 の 反

見逃 しが さ らに 増加する可

そ の対策が 必 要と な っ て く る

と L て まず考え られ るの は ,
こ の よ う な ま

ぎらわ しし
､

＼反 応は 同
一 部位 に ｢ ツ｣ 反 を 反復す るた め

に生ず るのやあ るか ら , 次々 に 部位 を か え て 反復の 影

響 の ない新蔀位 に ｢ ツ｣ 反を行な う こ と で あ る
2) = ) = = -

4)
.
こ の 考丸は理 論的 に は正 しい の で あ るが 現実性 に

乏 し い . そ の 理由に つ い て は全編総括 に て 述 べ る .

次 にP P D ~

S ･

､

ゃる
い は濃厚 ｢ ツ｣ 液 を 使用す る方

法 で あ るが ,
これらを使用すれ ば 発赤, 硬結 は よ り明

瞭に な ると い わ れ て い る . しか し , こ れ ら を使用 して

も, 反復すればや は り反応 の 促進が起 る と い わ れ て い

る から2 川 )
′
, こ れ らを 一 貫 して 使用す る こ と は 結局現

状 と同様 な状態に追 い こ まれ る可能性が多 い の で . あ

まり 期待 はもて ない . ま た 疑わ し い もの へ の 再検査 に

使用す る場合 に は ,
そ れ以 前に た と え ば1 0 0 倍 ｢ ッ ｣

液 で 検査す る方法 もあ り , 第 一 義 的な もの と はい い 難

い
. た ゞ し , こ れ は旧 ｢ ツ｣ 液とP P D 山S の 優 劣 の 問

題 と は別 で あ る .

そ こ で 判定時間の 変更
8 )9)
が 問題 と な る . す な わ ち ,

48 時間判定で は ｢ L ｣ 反応 が 多 く 判定 困難 と な る の

で , 判定時間を繰上 げれ ば 見逃 し は 減 少す る で あ ろ

う . 集団管理 にお い て は , 判定時間の 繰上 げ は2 4 時間

判定を意味す る .

成績の 項で 述 べ た よ う に , 反復 部位 で 24 時間判定を

行 っ た 場合 , 初回部位 で は48 時間陰性又は疑陽性 で あ

るの に , 反復部位2 4 時間判定陽性例 が51 例 , 約2 0 % に

存在 し た .
こ の 中35例 は48 時間判定 で も陽性 で あ る .

こ れ らの 例 は反復の 影響 を避け て ｢ ツ｣ 反が 行わ れた

場合 は , 陰性 ま た は疑陽性で あ る か ら, も し こ れ らが

非特異反応とすれ ば2 4 時間判定 に よ っ て 大きな誤差が

生ず る こ と に な る . しか し , 初回部位 に お い て2 4時間

陽性 , 48 時間疑陽性で , 非 特異反 応 と 考え られ る もの

は極 めて 低率 で ある . し た が っ て 非特異反応とするな

ら ば , ｢ ツ｣ 反 の 反 復に よ っ て ｢ ツ｣ 特 異 反 応の 様相

が変化す るの み で なく , 非特 異反応 の 出現率 も増加す

る こ と に な る . 前述の ごと く . ｢ ツ｣ 反の 反 復に よ っ

て 反応 の 促進 と とも に 増強が起る . し た が っ て , こ れ

ら の 右陰性 ま た は疑陽性例 は , ｢ ツ｣ 反 の 増強に よ っ

て , 普通2 ,000 倍 ｢ ツ｣ 液で は検 出で きな い 弱 ア レ ル

ギ ー が 検出され たもの ともみ る こ と が 出来 る . 寺田
5 )

は , 2 .000 倍 ソ ー ト ン 培地濾液を用 い て 非特異 反応 を

検討 し , 反復 に よ っ て 反応の 出現 の 様相 に 変化が起る

が 軽度 で あ る と述 べ て い るの で . 前述 の 51 例 中 に は .

増 強に よ る弱 ア レ ル ギ ー 検出例を 多く 含む の で は ない

か と想像 され るが t 非特異反応の 出現 頻度 に つ い て

は , ま だ 充分 な成績 に乏 し い う らみ が あ り 将来の 検討

に ま ち た い .

上述 の5 1 例 を非特異反応で な く . 弱 ア レ ル ギ
ー の増

強 に よ る検出 と仮定す ると , 2 4 時間判定で は陰性 , 陽

性が は っ き り し て 見逃 しが なく な る . しか し こ の51例

の2 4 時 間値 を み ると , ( 第8 表) 強反 応が 多く 二 重発

赤 さ え も含 ま れ て い る . こ の 仮定が 成立す る場合, こ

れ ら の 陽性 は弱 ア レ ル ギ
ー

に よ るもの で あ っ て 自然陽

転 の 結果 と は考 え難い . しか る に ,
こ の よう な強反応

が み られ る こ と は自然陽転者を発見す る目的を も っ て

｢ ッ｣ 反 応 を追跡す る場合 , 大きな 障碍 と な るで あろ

う . し た が っ て . た とえ 非特異反応の 問題が解決さ れ

て , 前記5 1 例 の 大部分が非特異反応 で あ る こ と が証明

さ れ た と し て も , 2 4 時間判定 は , 単 に 陰性 , 陽性を決
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定す る目的 に は適合する が , 集団管理 の 一

大目的 で あ

る自然陽転者発見の 目的に 適合す ると は い い 難く 更に

問題 を残す こ と に な る .

現在 ｢ ッ｣ 反 は左前膵屈側中央 に 行な わ れ て い る .

しか し必 ず し も厳密 に 同 一 部位 に 行 わ れ る と は い い 難

い ･ 初回部位で2 4 時間判定 を行う と , 陽性者を 陰性ま

たは疑陽性と誤る率 はか なり 高い ･ そ れ 放2 4 時間判定

を合理化する に は , 更 に厳密に 同
一

部位 に 行な う こ と

が必 要と な る .

以上 の よう に
, 非特異反 応 の 問題が解決さ れ て も ,

なお目的 に よ っ て 適当な判定時間 の 異 る 可能性 が あ

り ･ 2 4 時間判定 の 可否 は に わ か に断定 し難く , 更に 検

討を重ね な けれ ば な ら ない
.

結 論

B C G 接種を 行な っ た学童26 4 名に つ い て , 接 種 1 カ

月 臥 3 ヵ月目 に左前脾屈側に は 同 一 部位 , 右前 膵屈

側に は部位 をかえ て ｢ ツ｣ 反を行 な い . 2 4 時間及 び48

時間判定 を行な っ て . 反復 の 影響 を検討 し下記 の 結論

を得た .

1 ) ｢ ッ｣ 反 を 前回陽性 で あ っ た 部位 に 繰返す こ と

に より 一 反 応は 時間的に 早期に 出現 し , か っ 早期に 減

弱する ･ ま た反応 の 強度 は増強する .

2 ) ｢ ッ｣ 反同 一 部位反復の影響 は , 既 に 反 復第 1

回にお い て 出現す る .

6 2 7

3 ) ｢ ッ ｣ 反 の 発赤 に お け る色調 の 変化 , す なわ ち

｢ L ｣ 反応 は ･ 反応消槌前 に出現 す る 現象 で あ り 牒

言す れ ば適残像 と考え る べ き もの で あり , ｢ ツ｣ 反 反

復部位 で ｢ L ｣ 反応が 多く 観察され るの は . 反 応 が 早

期に 消槌す る た めで あ る .

4 ) ｢ ッ ｣ 反反 復部位 と初回部位 の48 時間判定 を比
較す るに

･ 不 叫 致 を示すもの が 反復第 1 回で 既 に43 例

( 約15 % ) に 及 び ･ う ち 初回部位陰性又 は疑陽性 で ,

反 復部位陽性 の もの3 5 臥 初回部位陽性 で 反 復部位陰

性又は疑陽性の もの は 8 例 あり , 後者の 反復部位2 4 時

間判定値 はす べ て 陽性 で あ っ た .

5 ) 現行 の 判定規準 に 従 っ て 判定を 行な っ た 場 合 ,

反復第 1 回 に 初回部位48 時間判定陽性者 が51 例 ( 約20 ･

% ) 存在 し た ･ こ れ は ･ ｢ ツ ｣ 反反 復 に よ る促 嵐 増

掛 こ よ る もの と 考え ら れ るが
, 更に 今後の 検討を要す

る .

6 ) ｢ ッ｣ 反 反 復部位で は , 2 4 時間判定 を行な っ た

はうが ･ 陽性者を陰性と誤 る危険性 は少な い が , B C G

接種 の 普及 せ る今日 ･ 集団管理 の 一 大目的 た る自然陽

転発見の 見地か らすれ ば - ｢ ツ｣ 反反 復時の 非特異反

応の 問詔が解決さ れ た と して も. 今後 に 残さ れ た問題

が多い .

文献 は第3 編 に 纏め て 掲載 した .


